
資料１（参考）

徳島県の温室効果ガス排出量の状況について

この度、本県の「温室効果ガス排出量の状況（２０１８年度算定結果）」が
まとまりましたので公表します。

●徳島県における２０１８年度（平成３０年度）の温室効果ガス排出量

○各温室効果ガス排出量の合計

７，６１５千t-CO2 ・・・①
２０１３年度比 １,２６０千t-CO2減少（１４.２％減少）

２０１３年度 ８，８７５千t-CO2

○森林吸収量

７１０千t-CO2 ・・・②
２０１３年度排出量（８，８７５千t-CO2）の８．０％相当

○森林吸収量差し引き後の温室効果ガス排出量

６,９０５千t-CO2 （ ①－② ）
基準年度の温室効果ガス排出量との比較
２０１３年度比 １，９７０千t-CO2減少（２２.２％減少）



温室効果ガス排出量の推移等

○ 徳島県の温室効果ガス排出量は、直近２カ年は微増したものの、

対２０１３年度比で２０１８年度は▲２２．２％となりました。

産業部門は２，７３１千トン（＋１３３千トン）で前年度比５．１％増[５．８％減]

民生部門は２，５８７千トン（▲ ６６千トン）で前年度比２．５％減[２９．３％減]

運輸部門は１，２５８千トン（▲ ２２千トン）で前年度比１．７％減[７．６％減]

※[ ]内は２０１３年度比

○ ２０１６年度以前の森林吸収量は樹種別に単一の係数を掛け合わせ求めていまし

たが、２０１７年度以降は「徳島県気候変動対策推進計画（緩和編）」に基づき、

樹種別に樹齢に応じた係数を用いて、より正確な吸収量の算定をしています。

○ 本計画では森林吸収量を差し引いた排出量について、

「２０３０年度に２０１３年度比５０％削減する」との目標を掲げており、

２０１８年度は２２．２％削減となっています。

□ 温室効果ガス排出量の推移

□ 森林吸収量の推移


